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地域ブロック協議会 
 

災害廃棄物対策に関し、地方公共団体が相互に連携して取り組むべき課題の解決を図るため、地方環

境事務所が中心となって設置した協議会であり、北海道、東北、関東、中部、近畿、中国、四国、九州

の計８カ所に設置されている。地域ブロック協議会は、地域ブロック内の都道府県、主要な市などで構

成される。地域ブロック協議会における取組内容（例）は図２に示すとりであり、大規模災害発生時に

おける災害廃棄物対策行動計画の策定をはじめ、さまざまな災害廃棄物対策に関する取り組みを推進し

ている。 
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※静岡県は関東ブロック・中部ブロックの両方に属する。
※滋賀県は中部ブロック・近畿ブロックの両方に属する。
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図 1 地域ブロックの状況 

これまでの取組地域ブロック協議会の目的

【平常時】

【災害時】

【平常時】

【災害時】（実績）

職員派遣、 D.Waste-Netによる支援
業界団体への支援要請
支援リスト（職員派遣、ごみ収集車の派遣、広域処理）を作成
し、被災自治体に提供
協議会メンバーに災害廃棄物の広域処理の可能性をメール
で打診、受け入れ可能リストを作成し、被災自治体に提供

協議会・幹事会・連絡会等の開催
自治体間意見交換会
啓発交流会（出前講座）

地域ブロック内や地域ブロックをまたいで
災害廃棄物処理に関する支援を行うこと。

自治体・関係事業者向けセミナー、講演会
災害廃棄物対策に係る調査、情報共有
ブロック内調査（処理施設の状況等）
現地視察会の開催

普段付き合いのない様々な行政関係者と顔
の見える関係やネットワークを構築すること。

整理された地域ブロック内の統計データ、最
新の災害廃棄物対策に関する情報や文書を
入手すること。

各自治体が現在抱えている課題や悩みを共
有すること。

災害時に協力しあう自治体担当者とともに研
修や教育・訓練等に参加すること。

協議会・幹事会・連絡会等の開催
自治体間意見交換会
処理計画策定支援ワークショップ
処理計画策定支援モデル事業
災害時処理困難物処理モデル事業
災害報告書作成支援セミナー
情報伝達訓練、図上演習
災害廃棄物処理事例の記録・活用モデル事業

行動計画、広域連携計画等の策定
広域連携に向けた協議

 
図 2 地域ブロック協議会における取組内容（例） 


